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社会福祉法人足利むつみ会理事長 F可由葉 寛

東日本大震案は人命や街並みなど多くのものを一瞬でのみこんでしまった。しかし、人々は瓦礫

と廃墟と化した街並みにただ唖然と立ち尽くすだけではなく、復興を目指す多くの力を感じとる事

ができた。多分、これが人類の証なのだろう。

幸い、私どもの法人は地震発生直後からの翌朝までの停電とその後の計画停電の影響を何度か受

けただけで、直接の被害はなかった。

本当に幸いであったと思う。この経験をただ良かったとするのが、次に生がすべく対応をするの

か、多くの人が10」 かをしなくてはと考えていることと思うが、いち早く実行に移すのが我々の役目

である。今まで通りではない事は、電力の問題を取っても一目瞭然である。

高齢者 、障害児、障害者を守るのが、私たちの仕事である。これからは、一歩先を見ながら (考えながら)仕事をす

る事を全職員にお願いをしたい。

ボーイスカウ トのモットーに「そなえよ、つねに」という言葉がある。真似をするわ |す ではないが仕事の基本として

ほしい。

K陥逆ato社会就労センターきたざと
☆施設外就労で就労意欲が高まつています!!☆

今年 1月 より、アラマークユニフォームジャパン (株)様で施設外就労を行っています。

ユニフォームレンタル専門企業で、環境マネジメン トシステムIS① 14③ 01 i 2004認証を取得し、社会環境への取り

組みを積極的に行っている企業です。その取り組みの 1つ とし、ハンガーを洗浄しリユースする仕事と、環境整備とし

て除車作業に従事しています。

B型利用者 10名 で、月B醒 日から金曜日の5日 間、午前 午後各3名 が交代で企業に出向き作業を行っています。

メンバー全員、仕事に責任感を持って、いきいきとやりがいを感じながら、暑さ寒さに負 |す る事無くお仕事に取り組

んでいます。

社会就労センターきたざと施設長 阿由葉 寛

平成23年度|よ 、工賃倍増5カ年計画最終年です。きたざとでは全職員が工賃アツプに向けて努力していますし、

平成23年度以降も、少しでも多くの工賃をお渡ししたいという思いは、常に持ち続けなければなりません。高

工賃を支給する為の仕事を確保することは現状ではとても大変ですが、全職員で矢□恵を絞って新たな挑戦を続

|ナ ていきたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。



酢8関 (2)圏 8く唱瑠く園8唱唱日8唱遅くく式□母題縁喝軽くだ座8【 社会福祉法人

平成22年度

足利むつみ会 唱蕩番醸齢題魯爾魯醸器睡番閣番題醤躍骨園器く題縁醸8圏替爾嶺酸8圏暑題8題舎醸番閣暑田暑躍番圏8舞魯

決 算 報 告

(平成23年 3月 31日 現在)(単位:円 )

(自 )平成22年 4月  1日

(至 )平成23年 3月 31日 (単位:円 )

(自 )平成22年4月 1日

(至 )平成23年 3月 31日 (単位:円 )

-171,065

71,649
5,224,177
-1,128)862

0
-11,800

4,265,461

商品 製品
原材料
未収金
立替金
前払金
仮払金
その他の流動資産

勘 定 科 目 本 年 層 決 算 増  滅

就労支援事業
活動の部

収 入
就 常↓ 輝 重 判 p入 2【ノglt

'ク

∩1ク ワ62 馬鳳01

甜 常 ↓解 事 業 済 酬 口入計 (1 2/813/84
'ク

∩1ク ワ6ク 馬801

支  出

就労支援事業販売原lll

販売費及び一般管理費

Ztl,Zじ も,4U0
2,030,477

■0ハワク

21)057,919
1,172,505

7,175,487
857,972

常 ↓解 彗 当 活 動 す 出計

`カ

クククR∩ 4ク 4 R∩ワ3131
岩釧 9↓羊短

`3)=(1)一
(?| 1ワ ハハタ _ク クワク1∩ q

福祉事業活動
の部

収  入

介護福祉施設介護料収入

居宅介護支援介護料収入

利用者等利用料収入
自立支援費等収入

補助事業等収入
その他の収入
同店港日h谷空特即結ヤ合酌崩箱

245,128,160
4,319,120

73,996,616
264,192,830
70,468,962
37,483,756
ク16馬 13,9

230,260,302
4,694,280

71,767,587
238,862,790
62,261,831
26,051,290
21035520

14,861,358
124,840

2,229,029
25,330,040
8,207,131
11,432,466

福朴事業活動収 入計 (4) ワ1ワ ワ40773 654940 6ク R∩ ∩ハワR

支  出

人件費支出
事務費支出
事業萱支出
減llb償 却費
ン 命 怖 ∩ t出

409,710,111
91,061,611
51)358,979
60,088,141

も001/ZZ,U/b
77,414,324
47,285,215
56,948,379

43,938,U36
13,647,287
4,073)764
3,139,762
含4Aク 6∩

福朴 事 業 活 動 章 出 計 (
へ1馬 14ワ R4ク 馬499馬クワ33 6ら 1951

福 為卜事 業 活動 収 ▼ 孝 籍 (6)=(4)一 92 qRl 1∩ 49Rワ R6ワ

事業活動タト収支
の部

J? 入 事 業 岩 軸 卜Jマ 入計 (7) n4Rl馬 R∩ ら1∩ 644 176794171
↓  出 事 業 済 魏 卜す 出計 (8) 1ク 氏qク q14ワ 馬ら88 17馬 937004

3馬 ワ16ワ

紹剛 ワ▼ キ箱 (10)=(3)十 (0)十 (υ )
ら RR魚 9R R∩ 4ワ61 -430937

特別収支の部

J口  入 特剛J口 入言十 (11 19403000 クqク 4ク n∩∩ _983900

↓  出 特 印↓ 出 計 (12) A∩ 1 ク0応∩401ワ _1∩ RR6 31

特 卿 J時 羊編 (1働 =(11)一 (12) 734399
90229782

9qワ 316

当 II勝舌動 J?ゼキ網 (14)=(10)十 (13) 9Rら41R44 _331?∩ 6?

繰越活動収支
差額の部

前 期 緑 械 済重h収 す 幸 箱 (15) 199129347 lRワ ヘワワら∩R 1馬01844
当 ltR末 緑 胡 活動 J口 ▼ 弄 網 (16)=(14)十 (b ク893局 クRl 160 R4ワ R lRqワR?

ンの柿の清ヤ合酌器箱 (19) 8馬 ワ ∩ 鳥氏 ワ∩4∩∩∩

ン の柿 の清 寸谷 清 ヤ箱 (?0) 10833R61 Rワ ∩4∩ ∩∩∩ ?ヘ クqR61R

次期線越活動収支差額 (21)=(16)十 (17)一 (18)十 (19)一 (20) ク66ワP4馬 11 19912934? 67595164

P 科 日 本生 店沖 室 前 年 層 決 算

就労支援事業
活動による収支

収 入
ミ吉J口 入 クワR13ワ 84 12イ/62 b

5挙 活 動 Jワ 入計 (1 クワ813784 12762

支  出

就労支援事業販売原価
販売曽及び一般管理費

26,833,512
90304ワ 7

19,864,246
1 133564

6,969,266
896913

:業活動支出計 (2) クR863989 70997 /8601
就労章将事業活動収 幾 百 (Rう =(1)一 (?i 1014 -206b15/

福祉事業活動
による収支

収  入

介護福祉あ
居宅介護]

利用者等テ
自立支援:

補助事業資
ど/!r「、イ十br「 1ヽ

じ設介護料llk人

z援介護料収入
け用料収入
雪等収入
学収入
ll入

245,128,160
4,819,120

?3,996,616
264,192,830
70,468,962

クqク RORワ q魚

4,694,280
71,767,587

238,862,790
62,261,831

14サ 』61,3bg
124,840

2,229,029
25,330,040
8,207,131

18ワ 923338
福莉卜事業活動 Jマ 入計 950999481 フ1ク Rク 3ワ 4!

'3R675736

支  出

人件費支出
事務費支出
事業費支出
ン ∩ 袖 ∩ 寸 H

409,710,111
91,060,303
51,358,979

ワヘワクqク qRク

365,722,075
77,414,324
47,285,215

43,988,036
13,646,009
4,073,764

1ワ7183773
福 和卜事 業 活壺n▼出計 (b 819 422 3bb 馬R∩ 馬R∩ ワワ3 23818911582

福 朴 事 業 済 珊 口▼ 手 箱 (6)=(4)一 (b) 131b//120 lRlワΩク9ワ ク

施設整備等による

収支

柿勲 整 僑 筆 J?入 計 (7) クqク 4ク ∩∩∩ _9839000

出 柿勲 整 借 筆 ↓ 出 計 (8) 馬qq馬ヮqlR クR643011
今奮合 J口 す 羊 額 (9)=(7)一 (8) 1971 _R3487∩ 11

財務活動による

収支

入 餅蒸 J∇ 入 10) 13929702 R44ク Rワ lRR 4馬 ?ワ 90

問 跡落 ↓ 出 | ( 197.7151760 119ク 0?ク ∩ク ワR4ク盆馬らR

=香
牌峯谷 J9↓羊短

`1ク

)=(10)一 (11 _馬8418733 ∩∩∩クqク Rク

予備 書 (13) ∩

当珊 含令 収 ▼ 弄網 合 計 =(3)+(6)十 (9)十 (12)一 (13) ?910?6 ク4ク66ク 18

訂馴 天 料、奮 合 残 高

`1馬

) 144ワ 676ワ 局

当IIR☆ ↓」、畜谷残高 `14)+(1馬 1扇26ワワ934 ワ01∩ クらΩ



社会福祉法人 足 利 む こ)ゼみ 会

デイ・アクティビティーセンター銀河

銀河は、障害を持つ方が作業や様々な活動を行うための通所施設です。

プログラムも個々に合ったものを選べるようサービスの幅を広げ、やりたいことにチャレンジする自由選択活動も行

っています。イロ人のニーズや障害の多様化に配慮するため、小グループに分かれて活動しています。

今年度に入り、倉J作活動で必要な材料を購入しました。

(3)

また、今年度から誕生国会を開
子
  くことになりました。誕生日をお

視いし、ジュースやおやつを食べ

て楽しい時間を過ごしていただきⅢ
  たいと思います。

午  前 午 後

月 音楽活動 再生紙作り個則運動

火 楽器演奏 ボカシ作業 個別活動

水 スポーツ カラオケ スヌーズレン等

木 再生紙作り ボカシ作業 個ヽ別活動

金 吉楽活動 倉」作活動 個別運動

土 個別活動 タト出 ビデオ鑑賞等

今後も、個々に合った活動を選べるようサービスの幅を広げていき、毎日楽しく

有意義な時間が過ごせるよう支援させていただきたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願い致します。

身 をンター卿

デイ・アクティビティーセンター銀河施設長、デイセンターWiN管理者 阿由葉 弘美

日頃より施設運営に関しましては、作l理解御協力を賜り、心よりおネし申し上げます。

また、東日本大震策により亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、被案された方々に対しまし

て心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復興をお祈りいたします。

今回の大震炎は、今までの日常のあたりまえの事が突然失われ、普通であることがどれだけ幸せなことであるが、

改めて実感いたしました。そこで、今、私達に出来ること|よ と考え、利用者の皆さんへの体調等は十分に配慮しな

がら節電等、出来ることから1つずつ対応して、この夏も乗りきろうと思っております。現在、対応の 1つ として

グリーンカーテンを作ろうとゴーヤの苗を育てております。小さなことでも集まれば大きな力になると思います。

今後とも皆様のご指導、ご理解をいただければと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。

誕生日会で
トー十'7を食べたど

デイセンター1/VI Nでは、午前中と火曜日の午後は個屑脂 動の時間を設けており、

利用者の皆さんは個々に自分の好きな活動を行っています。その中で倉」作活

動を頑張っている方が多く、たくさんの作品が出来上がりました。出来上が

った作品はシルバー大学やカルフルとちぎなどの作品展に出品したり活動部

屋に飾ったりしています。お時間がある時、ぜひご覧になって下さい。

INn
奈碍

―
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セルプみなみ施設長 松本 純幸

今年3月 11日 の東日本大地震で多くの尊い命が失われ、また、福島第 1原発の事故でも、多くの人々がいま

だ糸□の見えない避難を強いられています。幸いにも、足利市では屋根瓦が落ちたり、塀が植J壊 したりという

被害 |よ ありましたが、人的被害が無かったことは不幸中の幸いでした。地震の後、ガソリンの不足により送迎

車のガソリンの確保に苦労をしましたが供給がスムーズになリー安心しました。作業では、一時、受託作業の

仕事が無くなり大変に苦労をしましたが、現在は順調に進んでおります。また、今夏は節電ということで、暑

さ対策をしながら計画停電にならないように努めてまいります。今後とも、利用者の方々が地域で生活ができ

るように職員一同、頑張りますのでどうぞよろしくご指導の程お願い申し上げ挨拶といたします。

生活介護事業としてハンガー洗浄作業 、就労継続支援 B型事業として布団カバーの値付け 印押し・品質

表示の確認作業とクッキー作業と青空清掃作業に分かれて作業を行っています。みなみの作業では今年2名

の利用者をお迎えし、総勢29名になりました。

青空の清掃作業 布団カバーの印押し作業   八ンガーの洗浄作業 クッキー作業

新しくセルプみなみでは液晶テレビと、カラオケの機械を購入しました。前のテレビより画面が大きくなって見やすく

なり、前の機械では曲数が少なく同じ歌を歌っている人も居ましたが、今のカラオケの機械では900曲も内蔵されてい

るため、いろいろな歌を楽しむ事が出来ます。マイクも2本付いているので同じ曲を2人で歌う事も可能となりました。

カラオケを待っている間は倉」作活動の中で、絵を書いたりなどして順番を待っている人も居ます。

選択活動では、それぞれのやりたい事を楽しんでいます。

●22年度の実績
身  体 矢□  白旬 精  神 そ の 他 合  計

登  録  者 5 25 15
９
」 59

実 習 件 数 5 25 9 0 39

就 職 件 数 6 50 25 O 81

※就職件数は トライアル雇用の件数も含めています

【主な就職先の業種】
製造業  (組立 製造補助 ・検査 在庫管理など) 'ス ーパー  (品出し・鮮度管理など)

清掃   (工場内清掃など)
・リネン業  (仕分け タオルたたみなど)

登録者の総数は330名となり、その内、137名 の方がお仕事をされています。就職する事が自立ではなく、

仕事を続けながら社会の中で生きていく事が、本当の意味での自立だと感じております。その自立を支える

ために、就職に向けての支援と併せて就職後の定着支援、生活支援に力を入れていきたいと思っております。

●23年度の活動予定

昨年度に弓|き続き、交流会事業の実施、特屑」支援学校職業教育指導充実事業の参カロを行います。

新たに、高等特別支援学校開設にあたっての整備検討委員会の参カロ、安足地区精神障害者地域支

援ネットワーク事業の「精神保健福祉研修委員会」への参力日も予定しております。様々な活動を

通して、他機関との連携を図り、よりよい支援を目指していきたいと思っていますので、今年度

もよろしくお願い致します。

足利市真砂町 1-1栃 木県安足健康福祉センター内 TEL 1 0284(44)2268



エコで涼しく! 今年の夏はグリーンカーテンにチャレンジ!!

東日本大震奥の影響で、今年の夏はlal年以上に節電について真食」に考え実行する必要があります。そこで

グループホーム ケアホームでは現在、ゴーヤで作るグリーンカーテンにチャレンジしています。朝の水や

りなどはバスが来るまでの間などの時間を利用して、みんなで協力して行なっています。

ゴーヤは大きく成長した葉で窓から入る直射日光を遮光できる上、植物は常に水分を蒸発させているので、

そこを通る風は涼しく感じると言われているほか、さらに、美味しいゴーヤが収穫できちゃうなんて、一右

三鳥 |

これからもゴーヤが、日々の成長をしていくのを楽しく見守っていきます。

矢□的な障害を持つ児童が日常生活における基本的動作を習得し、日常生活・集団生活に適応することが出来
るよう、身体及び精神の状況並びに、そのおかれている環境に応じて適切な支援及び訓線を行い、利用者の

個1生を尊重しつつ最大に伸ばして、楽しさと満足感を感じながら成長できるように支援をしていきます。本
年度より開始し、スタッフー同新たな気持ちで利用者の支援を行っていきたいと思います。

日中において活動場所が必要な障害児者を対象としたサービスで、活動する場を提供し、見守り及び社会に

適応するための日常的な訓線を行うとともに、障害児者を持つ家族の就労支援と日常的に介護している家族
の一時的な休患等の支援を行っています。また、必要に応じて本人及び家族の介護負担の軽減としてタイム
ケアサービス (要相談)も行っています。

ずそッ転
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特別養護老人ホーム青空 施設長 阿由葉 言成

連日厳しい暑さが続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。また、このたびの東日本大震案によ

り被案された曽様に心よりお見舞い申し上げます。 1日 も早い復 日を心よりお祈り申し上げます。青空と致し

ましても協力したい思いがあり、いつでもお年寄りを受け入れ出来るよう体待」を取ってきました。

今年は夏祭りを「青空秋祭り」として10月 9日 に開催することとなりました。開催月の変更に伴い皆様に大変

ご迷惑をお推卜け致しますが、ご利用者様を始めとしまして、多くの方に楽しんでいただ |サ ますよう一生懸命企

画している最中です。皆様是非お越し下さい。職員一同心からお待ちしております。最後になりましたが、今

後もよリー層のご指導とご協力下さいますようお願い申し上げます。

特別養護老人ホーム青空では 確夏塾刻乾朽別 に取り組んでいます

とは ?
施設に入居した高齢者に対し、そこでの生活を限りなく在宅での生活に近いものにし、それぞれの利用者の意思と

自己決定を最大限尊重したケア (個屑」ケア)を実現していくため手法です。

ユニツトケアの定義
少人数の家庭的な雰囲気の中で専属のスタツフが入居者の方一人ひとりの生活習慣や意向 (好み)を尊重し、個性や生活リズムに沿っ

てケアを行い、で話 だけ今までの生活 (暮らし)つまり「その人らしい生活」が継続できるよう支援する

こと。ユニットケアを実現するには「ハード(環境)」 と「ソフト(暮らしのサポート)」 の両輪が必要であり、

それらを稼動するチームカ「システム(施設運営の中での

仕組みづくり)」 が相まって効果を発揮するものであり、そ

のどれもが欠けてもいけません。

ユニットは暮らしを営む場所である。1ユニット10名の個室と共同生活室 (リ ビング)で構成され、身の置きどころとしての個室 |よその空

間 (温度、明るさ、吉)とイロ人のプライバシーが保障される場所である。生活に必要なものは身近に設置

され、居室には洗面台やトイレがあり、他人に気兼ねすることなく自由に使うことができる。リビングは利

用者が互いになじみの関係を築き、交流を図る場となる。ユニット内に台所や浴室

(個浴)も設置されています。またユニットを出るとユニットを越えた交流ができ、暮

らしを豊かに楽しむ場所、地域に開放されている場所がある。

ユニットごとに固定で配置された職員による入居者一人ひとりの個性や生活のリズムに治ったケアの提供。入居者が今までどんな暮ら

しをしてきたかを見つめ、安心できる居場所を作り出す。茶碗や箸などの私物、日常生活用品や家具などを持ち込み、自由な自己決定を

積み重ねることができるような尊厳ある生活を目指す。個々の好みや意向、生活ペースを把握し、起床、食事、排泄、入浴、活動、就寝など

の時間や内容を職員がイ固居Jに合わせる。(生活単位と介護単位の一致 )

システム (施設運営の中での仕組みづくり)

施設は様々な専門職の集まりで構成されています。職員一人ひとりの自立と組織力を高めるためには運営に対

ケアプランと生活プラン
入居者一人ひとりに関わる職員全員が同じ方向を向いてケアをするためにケアプランがあります。入居者の二―ズや課題を提え、目標

を立てて必要なケアを実施します。一方で入居者の今までの生活習慣や家庭環境を踏まえ、これからの生活の意向や希望をどのよう

に考え、一つでも多く実現するためのものが生活プランです。この「ケアプランJと「生活プランJが入居者様の暮らしを支えています。

計 Llli停電導入Hけの認t中 症に注意

熱中症は体内の水分と塩分が失われて、脱水状態になり起こります。炎天下での激しい運動や作業の際に起きるも

のと思われがちですが、実は室内の日常生活での発生も多いのです。発症時は涼しい場所で頭を冷やし、水分と塩

分を補給します。熱があるからといってむやみに解熱鎮庸 」を服用してはいけません。意識障害や重篤の症状の場

合は医療機関に受診しましょう。

予防のひとつとしてエアコンの使用も有効ですが、節電や停電対策としてペッ トボ トル (22)に 水を凍らせてお

いて、冷蔵庫の最上段に置き、保冷斉」として代用。また熱中症にならないように身体を冷やしたり、溶けてきたら

飲料水として飲むこともできます。暑さ対策の一lrlと して皆さんもやってみて下さい。

‐――
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足利障害者相談支援センター 22年度は実人数で、者:452人 、児:90人  計542人の方から5804件の相談
がありました。また、ケース検討会は133回開催し、142件の検討を行いました。今年度の事業

通常の相談業務及びサービス利用のためのプラン作成 、申請の支援、年金 手帳等の各種申請支援の他、以下の
ような事業を行います。

個々のケースのケア会議主催。また、連絡調整会議を開催し困難事lTl等について検討を行なう。調整会議につい
ては自立支援協議会の事業内にて開催する。

足利市地域自立支援協議会の運営に協力し、協議会の充実を働きかけていく。
関係機関や新たな相談支援事業所等との連携を図っていき、身体 矢□的 精神の3障害の相談体行」を充実 強化する。
特屑J支援学校 .小中学校特別支援学級の相談会等への協力
教育機関と連携し、成長過程における各段階を繋げるネッ トワークの構築を図り、発達支援シー ト`サ ポー トフ
ァイル周矢□に協力。

.両毛圏域障害者就業 生活支援センター等と連携を強化し就労支援の充実を図る。
安足福祉センターや障害者団体教育関係等と協力し、研修会等を開催。
安足地区障害者相言炎支援事業者等連絡会に参カロし、安足地区における指定相言べ支援事業所とも連携を図る。

・とちぎリハビリテーションセンター、県南児童相談所の出張半」定に協力。
広報誌を年2□発行。

困 つた時にはす ぐご連絡 を !公0284‐ 44‐0307(電 話相談24H、 365日 対応 )ホロ談支援専門員 尾澤 まで

足利むつみ会後援会

・会員拡大及び会費収入内訳
平成22年度報告

(前年度    146人    2団 体)

(前 年度    2団 体) ④   30,000×
(前年度       42人 )   ④     10,000×
(F対勾:ア玄      104メ、)   @      31000×

平成23年 3月 31日現在

単位 :円

2[]=       60,000
41□ =   410,000

1,222□ =  31666000

会員数    144人
法大会員
個人特居J会員
個人会長

2団体
2団体

39メ、
109メ、

4,136,000
・資金造成

支出の部 単位 :円

収入合計 4,56①,942
支出合計      -4,056,63ワ
差 31残 高 (繰越金)  504,305 左記の金額を次年度繰越金とする。

例年、皆様に多大なご協力をいただき、誠にありがとうございます。
今年度も5続きご理解 ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
また、平成23年 5月 24日 に開催された定期総会において、本法人から

感謝状の贈呈を受 |ナ ましたことをご報告申し上げます。

寄 付 先 寄付金額 寄付年 月 日

社会福祉法人足利むつみ会 4 000 000FE 平成23年3月 30日

・会議の開催

について

平成23年 3月 16日

・会員参加事業
月   日 イ可   事 をきカロ巻々 備 考

平成22年 7月 25日 第2回青空納涼祭 約200名 屋台等ボ ランテ ィア80名含 む

平成22年 8月 6日 第24回足利むつみ会夏祭り 杵1500名 犀台等ボ ランテ ィア 100名 含お

平成22年 12月 17日 鮮利 むつ み舎 ク リスマ ス 200名 余興等ボランティア60名含む

平成22年度収支決算書
自平成22年 4月  1日
至平成23年 3月 31日

科 目 予算額 決算額 増 減 椅 専

法 人 寄 付 令 4000000 4000000 0 法人施設整備等
通   信   書 10,000 3.410 △ 6590 り|キ 、キ 敏 料

用J 費 30000 12432 と、17568 晶ヽ今日者事栄主「末圭日言★彗告

消 話 品 膏 5000 2655 と、2.345 コピー用紙
講   書 401000 38.140 △ 1860 符 再 余 Ptt tlH総 会 脅 用

慶 弔 費 50(000 0 △ 50000
予 僑 費 489927 0 塗ゝ 48992ワ

計 462492ワ 4,ObO,63/ 塗ゝ bObiZυ ∪




